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(1)⑤事業概要 
 

会社概要 

会 社 名 株式会社 スカイロード 
代 表 者 名 代表取締役 熊谷 康晴 

住 所 〒399-0037 

  ⾧野県松本市村井町西 2 丁目 3 番 5 号 

創 立 2013 年 6 月 

資 本 金 2000 万円 

建 設 業 の 許 可 ⾧野県知事 許可 (特-30 号) 25000 号 

許 可 有 効 期 限 平成 30 年 8 月 6 日～平成 35 年 8 月 5 日 

建 設 業 の 種 類 舗装工事、土木工事、とび・土工工事 
 

事業規模 

完 成 工 事 高 13,7 億円 

従 業 員 数 25 名   

床 面 積 本社 116m2 
 

環境保全の責任者及び担当者 

E A 2 1 担 当 者 【EA21 責任者】工事部:鈴木英明 【EA21 事務局】総務部:熊谷麻紀 

連 絡 先 【TEL】0263-87-8465  【FAX】0263-87-8983 
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組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

【代表取締役社⾧】 熊谷 康晴 

【環境管理責任者】 

【工事部部⾧】 鈴木 英明 

営業部 工事部 
【EA21 事務局】 

総務部 
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(2)①環境経営方針 
 

 

株式会社 スカイロードは、【経営理念】に基づき、舗装土木工事業中心とした事業活動を

通じて、地域社会の発展の実現を目指す基本理念のもと、地球温暖化問題への取り組みや

地域環境活動に自主的・積極的に取り組みます。 

 

1、 環境関連法規制等を遵守したうえで事業活動をいたします。 

2、 ガソリン・軽油を削減し二酸化炭素排出量削減に努めます。 

3、 産業廃棄物の適正処理を行い、再資源化推進に努めます。 

4、 現場、事務所での節水に努め水質汚濁防止に努めます。 

5、 環境配慮型工法の推進を行います。 

（保水性・遮熱性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の提案の推奨） 

6、 全従業員への環境教育を継続、実施いたします。 

7、 環境経営の持続的改善を推進します。 

8、 環境経営方針を全従業員に周知します。 

制定日 ２０２０年 １１月１１日 

第２版 ２０２２年 ０２月１６日 

株式会社 スカイロード          

代表取締役 熊谷 康晴 
 

 

 

株式会社 スカイロードは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています 

 

株式会社 スカイロードは、道路の「舗装」を通じ、クリーンで安心・安全なまちづくりの創造に貢献していきます。 

私たちは、無理をせず今できることから優先的に取り組んでまいります。 
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(3)③環境経営計画の内容、環境経営計画に基づき実施した内容 

取組内容 

取組目標 活動計画・項目 実施した内容 評価 

電気使用量削減 

空調温度の適正化 冷房時:28℃/暖房 20℃に設定 〇 

不使用箇所の消灯 

お昼休み時の電気消灯 

間引き点灯 

帰社時の PC 機器のシャットダウン 

蛍光灯→LED への交換（2023/2 実施） 

〇 

ガソリン及び軽油 

使用量削減 

エコドライブの徹底 

・急ブレーキ・急発進ゼロ 

・アイドリングストップ 

移動距離を考慮した運転計画 

エリア別の営業活動の実施 

無駄な暖気を行わない 

× 

適切な車両の整備 

・月２回の車両点検の記録簿記入 

・工事使用機材の点検 

・エンジンオイル交換等定期的点検実施 

〇 

廃棄物排出量削減 廃棄物分別の徹底 
・分別回収箱等に種類ごとにイラスト設置 

・資源化可能な古紙などの再利用 
〇 

水利用量削減 

節水表示板の設置 
・声かけ、各流しなどに節水を意識するよう節水表示

を設置する 
〇 

節水方法の検討 
・洗車時はバケツや高圧洗浄機を使用しこまめに止水 

・手洗い等を行い節水に取り組む 
〇 

働き方改革 

若手社員の確保 

若手社員の育成 

作業員の空調服導入 

・若手社員の育成(グループ会社研修・他社研修等） 

・新卒社員の確保(説明会参加・地元高校の就職担当

へ挨拶、勧誘) 

・現場作業員への空調服を導入で熱中症対策実施 

△ 

SDGs 
外国人採用への取り組み 

雇用拡大 

・ミャンマー人、人文知識レベルでの採用。 1 名採用。 

・インドネシア人の技能実習生、特定技能者の雇用推

進 3 名採用。 

○ 

DX 推進 
勤怠管理 

情報共有 

・勤怠システムの運用 

・LINEWORKS 及び Zoom 使用、リアルタイム共有 

 指示の推進運用 

○ 

環境教育 
産廃法 

独禁法 

主に営業担当者においての法規についての研修の実施 

2022 年 5 月・2 月に実施 
〇 
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(4)⑮基準年の環境負荷と環境経営目標 

2022 年度まとめ 
 

 
※電力の Co2 排出係数は 2019～2021 年は 0.476 ㎏-Co2/kWh を用いて算出しています。 

※使用電力会社は中部電力です。 
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(5)⑮電力使用量・燃料使用量 

 グラフ一覧表(前年比)  

 
電力のグラフ 

 ガソリンのグラフ 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2021年 1,119 986 1,132 1,210 1,406 1,280 1,115 1,377 1,655 1,835 2,174 1,709

2022年 1,220 871 1,092 1,608 2,018 1,153 1,159 1,548 1,646 1,980 1,943 1,349

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

K
W

h

軸ラベル

電気使用量

2021年 2022年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2021年 2,347 2,133 1,992 1,979 2,135 2,158 1,941 2,336 2,428 1,756 1,669 1,890

2022年 2,271 1,682 1,737 1,966 1,953 2,209 2,412 2,455 2,600 2,138 1,987 1,978

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

ℓ

軸ラベル

ガソリン使用量

2021年 2022年

目標は達成したが、全体

使用量が前年を上回っ

てしまった。 

削減意識の向上が課題 

燃料価格が上昇している中

でいかに効率的な運転計画

やエコドライブをしていくか課題 
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 軽油のグラフ 

 
 

 水のグラフ 

 
 
 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2021年 6,621 4,647 4,526 5,917 4,997 5,926 6,913 4,033 4,163 5,216 6,259 5,222

2022年 6,215 6,089 6,277 8,285 8,407 8,933 9,176 9,768 7,840 5,860 6,509 6,347

0
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8,000
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ℓ

軸ラベル

軽油使用量

2021年 2022年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2021年 7.5 7.5 8.5 8.5 9.0 9.0 7.0 7.0 7.5 7.5 7.5 7.5

2022年 7.5 6.5 8.5 8.0 7.5 9.0 9.5 9.0 8.0 8.0 6.5 8.0

0.0

1.0
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10.0

ｍ
3

軸ラベル

水使用量

2021年 2022年

総数量増。課題として残

る。 

減少傾向。今後も引き

続き続けていきたい。 
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 産業廃棄物のグラフ 

 
 
 

 
 

 一般廃棄物のグラフ 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2021年 1,240 4,800 5,000 6,110

2022年 7,100 100,78 5,420 170 7,130 17,900 2,200 5,600

0
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ｋ
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軸ラベル

産業廃棄物

2021年 2022年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2021年 69 70 62 75 59 65 80 55 71 52 50 68

2022年 90 60 65 70 80 90 95 95 75 70 60 75
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軸ラベル

一般廃棄物

2021年 2022年

増加傾向。減らす意識

付けをしていく。 

総数量増。課題として残

る。 
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(6)⑮環境経営目標の実績・取組結果とその評価 
 

環境活動計画 

取り組みとその評価 

環境目標 

2％削減 
実績 達成区分 評価及び次年度の取り組み 

1、Co2 削減 
235,566 

kg-Co2 

302,719 

kg-Co2 

+67,153kg-Co2 
●軽油使用量の増加で未達 

●エコカーの 1 台導入入替を

行っていく。   

①電力使用削減 

・エアコンの温度管理 

・照明や OA 機器消灯の徹

底 

17,629 

kWh 

17,587 

kWh 

-42kWh 
●不使用箇所の消灯の徹底 

●空調機器の徹底管理 

●LED への交換実施   

②燃料(ガソリン)使用削減 

・車両の点検設備の徹底 

・エコドライブの徹底 

25,264 

ℓ 

25,388 

ℓ 

+124ℓ 
●エコドライブ等の意識 

●適正な車両の整備 

 ●月一回の日常点検の実施 

●エコカー導入   → 

③燃料(軽油)使用削減 

・低燃費の車両使用 

65,333 

ℓ 

89,706 

ℓ 

+24,373ℓ 
●エコドライブ等の意識 

●適正な車両の整備 

 ●月一回の日常点検の実施 

●現場特性で増 
  

④燃料(灯油)使用量削減 

・低燃費の重機の使用 

1,810 

ℓ 

1,799 

ℓ 

-11ℓ 
 

●削減達成 

 

 

2、一般廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

757 

kg 

925 

kg 

+168kg 
●裏紙の使用やペーパ－レス化の

推進、分別の徹底を行っていたが昨

年より、増えてしまった。次年度はさ

らに意識をして削減していきたい。 
  

3、産業廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

40,719 

kg 

146,300 

kg 

+105,581kg 
●民間元請工事受注に伴う

As 殻排出増 
  

4、水使用量の削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設定 

97 

ｍ3 

96 

ｍ3 

-1ｍ3 
●節水意識の上昇 

●節水表示の効果 

●洗浄方法の検討   

5、働き方改革 
2 名新規

採用 
0 名 

 ●新卒採用 0 名 

●社員の定着率が課題 
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6、SDGs 
外国人労

働者獲得 
4 名採用 

 
外国人労働者 4 名の採用 

7、DX 推進 情報共有 
ソフト・ア

プリ導入 
 勤怠管理ソフト

LINEWORKS 導入 

8、環境教育 2 回 2 回  産廃法・独禁法研修実施 
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(7)④環境関連法案等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

 適用させる主な環境関連法規等は次のとおりである。 

適用される法則性 適用される事項(施設・物質・事業活動等) 評価 

廃棄物処理法 
〇再生資源の利用 

〇特定副産物に係る再生資源の利用の促進 

 

〇 

建設リサイクル法 
〇特定建設資材を分別解体等の実施、 

  再資源化等の実施 

 

〇 

オフロード法 
〇基準適合表示等が付された特定特殊自動

車の使用 

 

〇 

労働安全衛生法 〇労働者の健康の確保 〇 

省エネ法 〇エネルギー使用量のデータまとめ 〇 

グリーン購入法 
〇エコマーク付文具等の購入 

〇カウネットによるグリーン購入 

 

〇 

 
 

※環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反及び訴

訟はありませんでした。また関係当局による違反等の指摘は過去 3 年間ありません。 
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(8)⑬問題点の是正処置及び予防措置の結果 
今年度も大きな是正についてはなかった。 

冬期舗装現場施工における、注意点の共有。 

実際の施工状況をムービーで撮影し、 

社⾧発信の元、LINEWORKS にて、社員全員に共有した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社員全員がその情報を共有し、危険な場面について考え、予防活動を行った。 
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(９)④緊急時の対応手順 
 災害時の対応 

災害や事故の発生を想定し、下記の通り訓練を行う。 

いずれの場合も社員・作業員は近隣の安全を第一に考え行動できるように心掛ける。 
 

 

 緊急時の連絡体制 

災害や事故等緊急事態時の連絡体制 
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(10)⑰代表者による全体の評価と見直しの結果 

1、二酸化炭素削減 
ガソリン使用量の低減、軽油使用量の軽減において、目標は達成できたが、総数量は

前年増という結果となった。現場作業の特性や移動距離等不確定要素があるが、社

員全員の意識の更なる向上を求めながら、節約できるところや作業効率を向上させ少

しでも使用量・総数量の減少を目指していきたい。 

2、廃棄物排出量削減 
日常的に廃棄物の量を減らせるようさらに意識を向上させながら、資源化する再生紙の

再利用やペーパーレス化の推進を継続しながら、DX 化にもつなげていき、情報共有と

いった面でデジタル化を図っていきたい。 

3、水道量削減 
社員一人一人の意識により削減できているので今後も続けていきたい。 

全体(実施体制含む) 
取組みはじめと比較すれば、社内に削減は意識付けできていると感じる。 

倉庫内の蛍光灯を LED に変更し、より一層の電力削減を推進する。 

また、ハイブリッドカーの導入についても 1 台更新は行えたことから、積極的に更新を行っ

ていきたいと考える。 

採用に関しては、次年度の採用は 0 であった。新卒の獲得が激化する中で、社員定着

を進めていくことに注力していきたい。外国人労働者に関しては、計 4 名の採用にこぎつ

けることができたことは評価している。 

また、会社として DX 推進にも取り組み、情報発信を強化し、若者へのアクションを掛け

ながら、SIM 化といったところも強化できるよう、準備を進めていきたい。 
令和 5 年 4 月 14 日 

株式会社 スカイロード 代表取締役 

熊谷 康晴 


